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(57)【要約】
　合成樹脂で両側をコーティングされる原紙と、トナー受容層とを含む、電子写真方法用
の記録材料であって、
合成樹脂コーティングされた前記紙が、１．５～１３μｍの粗さ値Ｒｚ及び０．０５～２
μｍの平均粗さ指数Ｒａにより表される特定の表面トポグラフィーを有していること、前
記トナー受容層が、トナー受容エチレンアクリル酸コポリマー（Ａ）と、カルボキシル化
されたアクリル酸エステルコポリマー（Ｂ）と、ポリマー（Ｃ）とからなるポリマーの組
み合わせを含むこと、並びに、前記ポリマー（Ｃ）が、５～２０μｍの平均粒径ｄ５０％

と、コポリマー（Ａ）の融解範囲よりも高くコポリマー（Ｂ）の融解範囲よりも低い融点
とを有することを特徴とする、前記記録材料。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　合成樹脂で両側をコーティングされる原紙と、トナー受容層とを含む、電子写真方法用
の記録材料であって、
合成樹脂コーティングされた前記紙が、１．５～１３μｍの粗さ値Ｒｚ及び０．０５～２
μｍの平均粗さ指数Ｒａにより表される特定の表面トポグラフィーを有していること、前
記トナー受容層が、トナー受容エチレンアクリル酸コポリマー（Ａ）と、カルボキシル化
されたアクリル酸エステルコポリマー（Ｂ）と、ポリマー（Ｃ）とからなるポリマーの組
み合わせを含むこと、並びに、前記ポリマー（Ｃ）が、５～２０μｍの平均粒径ｄ５０％

と、コポリマー（Ａ）の融解範囲よりも高くコポリマー（Ｂ）の融解範囲よりも低い融点
とを有することを特徴とする、前記記録材料。
【請求項２】
　コポリマー（Ａ）の融解範囲が、７０～１００℃であり、コポリマー（Ｂ）の融解範囲
が１６０～２１０℃であることを特徴とする、請求項１に記載の記録材料。
【請求項３】
　ポリマー（Ｃ）の融点が、１２０～１５０℃の範囲であることを特徴とする、請求項１
及び２に記載の記録材料。
【請求項４】
　ポリマー（Ｃ）が、ポリエチレンワックス、ポリアミド、又はそれらの混合物であるこ
とを特徴とする、請求項１～３の少なくとも一項に記載の記録材料。
【請求項５】
　コポリマー（Ａ）／コポリマー（Ｂ）の割合が、７０：３０～３０：７０であることを
特徴とする、請求項１～４の少なくとも一項に記載の記録材料。
【請求項６】
　ポリマー（Ｃ）の量が、乾燥した層に基づく０．１～５重量％であることを特徴とする
、請求項１～５の少なくとも一項に記載の記録材料。
【請求項７】
　トナー受容層が、帯電防止剤を含むことを特徴とする、請求項１～６の少なくとも一項
に記載の記録材料。
【請求項８】
　帯電防止剤が、無機酸のアルカリ金属塩であることを特徴とする、請求項７に記載の記
録材料。
【請求項９】
　トナー受容層が、陰イオン性界面活性剤又は非イオン性界面活性剤を含むことを特徴と
する、請求項１～８の少なくとも一項に記載の記録材料。
【請求項１０】
　トナー受容層が、無機粒子を含むことを特徴とする、請求項１～９の少なくとも一項に
記載の記録材料。
【請求項１１】
　トナー受容層のコーティング重量が、０．１～３ｇ／ｍ２、特に、０．３～０．７ｇ／
ｍ２であることを特徴とする、請求項１～１０の少なくとも一項に記載の記録材料。
【請求項１２】
　表側の合成樹脂層及び裏側の合成樹脂層が、ポリオレフィン類及びポリカーボネート類
の群から選ばれる熱可塑性ポリマーを含むことを特徴とする、請求項１～１１の少なくと
も一項に記載の記録材料。
【請求項１３】
　熱可塑性ポリマーが、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）又は４－メチルペンテン－１で
あることを特徴とする、請求項１２に記載の記録材料。
【請求項１４】
　表側の合成樹脂層及び裏側の合成樹脂層が、０．９３５ｇ／ｃｍ３より高い密度を有す
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る少なくとも４０重量％のＨＤＰＥを含むことを特徴とする、請求項１～１３の少なくと
も一項に記載の記録材料。
【請求項１５】
　表側の合成樹脂層及び裏側の合成樹脂層が、合成樹脂層の全体に基づく、０．９３５ｇ
／ｃｍ３より高い密度を有する５０重量％のＨＤＰＥと、０．９３５ｇ／ｃｍ３以下の密
度を有する５０重量％のＬＤＰＥとを含むことを特徴とする、請求項１～１４の少なくと
も一項に記載の記録材料。
【請求項１６】
　表側の合成樹脂層及び裏側の合成樹脂層が、白色顔料を含むことを特徴とする、請求項
１～１５の少なくとも一項に記載の記録材料。
【請求項１７】
　表側の合成樹脂層及び裏側の合成樹脂層のコーティング重量が、５～５０ｇ／ｍ２、特
に、５～３０ｇ／ｍ２であることを特徴とする、請求項１～１６の少なくとも一項に記載
の記録材料。
【請求項１８】
　原紙が、パルプ質量に基づく、最大４０重量％の、特に、５～２０重量％の充填剤を含
むことを特徴とする、請求項１～１７の少なくとも一項に記載の記録材料。
【請求項１９】
　顔料含有層を、原紙と合成樹脂層との間に配置することを特徴とする、請求項１～１８
の少なくとも一項に記載の記録材料。
【請求項２０】
　前記層が、顔料粒子の少なくとも７０％が１μｍ未満の直径をもつ狭い粒度分布を有す
る顔料を含むことを特徴とする、請求項１９に記載の記録材料。
【請求項２１】
　前記顔料が、炭酸カルシウム、カオリン、タルク、二酸化チタン及び／又は硫酸バリウ
ムであることができることを特徴とする、請求項１９及び２０に記載の記録材料。
【請求項２２】
　顔料が、炭酸カルシウム／カオリン混合物であることを特徴とする、請求項１９～２１
の少なくとも一項に記載の記録材料。
【請求項２３】
　炭酸カルシウム／カオリンの割合が、好ましくは３０：７０～７０：３０であることを
特徴とする、請求項１９～２２の少なくとも一項に記載の記録材料。
【請求項２４】
　顔料含有層が、親水性、膜形成ポリマーであることを特徴とする、請求項１９～２３の
少なくとも一項に記載の記録材料。
【請求項２５】
　合成樹脂層で両側をコーティングされる原紙と、両側に配置される少なくとも１つのト
ナー受容層とを含む記録材料の製造方法であって、
以下の作業工程：
－　少なくとも１つの合成樹脂層で原紙の表側及び裏側をコーティングし、ここで、前記
合成樹脂層の組成及び表面トポグラフィーは、両側で同じであるものとすること；
－　請求項１～８に記載のトナー受容層少なくとも１つで、表側の合成樹脂層と裏側の合
成樹脂層とをコーティングすること；
を含むことを特徴とする、前記製造方法。
【請求項２６】
　表面トポグラフィーが、１．５～１３μｍの粗さ値Ｒｚ及び０．０５～２μｍの粗さ指
数Ｒａにより特徴付けられることを特徴とする、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　表側の合成樹脂層及び裏側の合成樹脂層が、０．９３５ｇ／ｃｍ３より高い密度を有す
る少なくとも４０重量％のＨＤＰＥを含むことを特徴とする、請求項２５及び２６に記載
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の方法。
【請求項２８】
　表側の合成樹脂層及び裏側の合成樹脂層のコーティング重量が、５～５０ｇ／ｍ２、特
に、５～３０ｇ／ｍ２であることを特徴とする、請求項２５～２７の少なくとも一項に記
載の方法。
【請求項２９】
　１２～２０重量％の固形分を有するコーティング溶液からなるトナー受容層を付与する
ことを特徴とする、請求項２５～２８の少なくとも一項に記載の方法。
【請求項３０】
　トナー受容層のコーティング重量が、０．１～３ｇ／ｍ２、特に、０．３～０．７ｇ／
ｍ２であることを特徴とする、請求項２５～２９の少なくとも一項に記載の方法。
【請求項３１】
　トナー受容層を、押し出しコーティングライン内にインラインで付与することを特徴と
する、請求項２５～３０の少なくとも一項に記載の方法。
【請求項３２】
　請求項２０～２４に記載の顔料含有層を、原紙と合成樹脂層との間に付与することを特
徴とする、請求項２５～３１の少なくとも一項に記載の方法。
【請求項３３】
　顔料含有層のコーティング重量が、０．１～３０ｇ／ｍ２であることを特徴とする、請
求項２５～３２の少なくとも一項に記載の方法。
【請求項３４】
　顔料含有層をサイズプレス又はフィルムプレスによって付与することを特徴とする、請
求項２５～３３の少なくとも一項に記載の方法。
【請求項３５】
　フォトブックを製造するための、請求項１～２４の少なくとも一項に記載の記録材料の
使用。
【請求項３６】
　請求項１～２４の少なくとも一項に記載の記録材料を使用することにより製造するフォ
トブック。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、樹脂コーティングされた紙基板と、トナー受容層とを有する、電子写真記録
方法（特に、レーザー印刷方法）用の記録材料、並びに、フォトブックの製造用の前記記
録材料の使用に関する。
【０００２】
　電子写真の原理は、レーザープリンターの基礎を形成する。電子写真は、原文書の視像
を使用して、光導電体をイメージング又は照射することにより、電荷からなる潜像を作成
するものであって、前記潜像は、この後、例えば紙上にトナーを選択的に付与し（現像）
、そして、原文書の画像を作成する（複写）のに使用される。電子写真は、直接と間接と
で、並びに、湿式と乾式とで区別される。湿式方法は、現像液として、比誘電率をほとん
ど有さない脂肪族溶剤及びトナーからなる懸濁液を使用するのに対して、乾式方法は粉末
を使用する。
【０００３】
　指向性レーザービーム及び回転鏡により、所望のページの画像が、感光イメージシリン
ダー上に描かれる。前記シリンダーは最初に負に帯電させられ、ここで、電荷はレーザー
ビームが出る場所で反転させられる。前記シリンダー上の放電部分の形状は、その後のプ
リントアウトに相当する。負帯電したトナー（これは、イメージシリンダー上の放電され
た部分に張り付く）を有するローラーを介して、トナーをシリンダーへ供給する。次に、
紙がイメージシリンダー上に導入される。紙は、シリンダーを軽くかすめて通過する。ポ
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テンシャル場は、紙の後ろで集められる。トナーを、紙上に転送して、初めにそこへ放つ
。次に、トナーを熱ローラーによって圧力下に融解する。シリンダーを放電して、過剰ト
ナーを回収する。
【０００４】
　レーザープリンターにより作成される画像は、写真に匹敵できる品質を得ることが好ま
しい。この目的により近づくためには、電子写真により作成される画像を、一般的な銀塩
写真の触覚及び外観を有する基板上に作成する。このためには、種々の特性（例えば、光
沢、剛性、及び不透明度）、高解像度、高画像鮮明度、並びに、良好な耐光性が必要とさ
れる。
【０００５】
　ＤＥ４４３５３５０Ｃ２では、電子写真用の受像材料を開示している。前記受像材料は
、熱可塑性物質でコーティングされるベース紙と、トナー受容層と、帯電防止裏側層とを
含む。この材料の欠点は、片面のみ印刷可能であること、及び、プリンター内のトナー融
解及びトナー挙動に関する改良が必要なことである。
【０００６】
　記録材料において、基板として使用される樹脂コーティングされたベース紙は、通常、
サイジングされた原紙（これは、（共）押し出しによって両側上がポリオレフィンでコー
ティングされたものが好ましい）からなる。熱可塑性ポリマー（例えば、低密度ポリエチ
レン（ＬＤＰＥ）、エチレン／α－オレフィンコポリマー（いわゆる、直鎖状低密度ポリ
エチレン；ＬＬＤＰＥ）、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）及びポリプロピレン）は、通
常、原紙を押し出しコーティングするために使用される。
【０００７】
　トナーで印刷される記録紙が印刷後に直接カバーされる場合には、好ましくないことに
、上にある材料の裏側へトナー粒子が移転することが生じる。実際には、例えば、新たな
印刷物をプラスチックフィルム包装中又はアルバム中で保存する際、あるいは、プリンタ
ー内において複数の印刷物を積み重ねる際に、印刷された紙はカバーされる。
【０００８】
　個々に作成されることができるいわゆるフォトブックは、画像形成の分野において、良
い売れ行きを見出す最近の進展に属する。豊富な選択の範囲の印刷技術と、この目的のた
めに使用される記録材料（特に、写真紙）とを、前記フォトブックの作成に利用すること
ができる。
【０００９】
　写真乳剤でコーティングされる写真ベース紙を、前記フォトブックの製造に使用する。
この場合に、前記写真ベース紙の表側では、従来の銀塩方法により画像が湿式化学的に作
成される。表側で画像を付与された紙シート（複数）を、次の工程において、裏側で一緒
に張り合わせて、そして、一緒に結合させてブックを形成する。このことは、手間及び時
間のかかるものであって、より高い製造コストに結びつく。従って、コーティングされ、
カレンダリングされた紙（これは、両側で印刷が可能であり、電子写真方法により印刷す
ることができる）を、フォトブックの製造に使用する。しかしながら、この方法で作成さ
れる画像は、色濃度、光安定性、及びオゾン安定性、並びに印刷デバイスにおける挙動（
給紙、搬送、及び積み重ね）に関する改良が必要である。
【００１０】
　従って、本発明の目的は、両側で印刷することができ、そして、良好な画像品質、保存
の際の良好な耐光性及び耐オゾン性、プリンター内での良好な給紙及び運搬態様、並びに
、良好な積み重ね性を有する記録材料を提供することである。
【００１１】
　前記目的は、合成樹脂で両側をコーティングされる原紙と、トナー受容層とを含む、記
録材料であって、
合成樹脂コーティングされた前記紙が、１．５～１３μｍの粗さ値Ｒｚ及び０．０５～２
μｍの平均粗さ指数Ｒａにより表される特定の表面トポグラフィーを有しており、前記ト
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ナー受容層が、トナー受容エチレンアクリル酸コポリマー（Ａ）と、カルボキシル化され
たアクリル酸エステルコポリマー（Ｂ）と、ポリマー（Ｃ）とからなるポリマーの組み合
わせを含み、そして、前記ポリマー（Ｃ）が、５～２０μｍの平均粒径ｄ５０％と、コポ
リマー（Ａ）の融解範囲よりも高くコポリマー（Ｂ）の融解範囲よりも低い融点とを有す
る、前記記録材料によって達成される。
【００１２】
　本発明の目的では、用語「原紙」は、コーティングされていない紙、又は、表面サイジ
ングされた紙を意味するものとして理解される。原紙は、パルプ繊維に加えて、サイズ剤
（例えば、アルキルケテンダイマー、脂肪酸及び／又は脂肪酸塩、エポキシ化脂肪酸アミ
ド、アルケニル又はアルキル無水コハク酸）、湿潤強度剤（例えば、ポリアミンポリアミ
ドエピクロロヒドリン）、乾燥強度剤（例えば、アニオン性、カチオン性、又は両性のポ
リアミド）、蛍光増白剤、充填剤、顔料、染料、消泡剤、並びに、製紙業界で公知のその
他の添加剤を含むことができる。原紙は、表面サイジングされることができる。このため
に適当なサイズ剤は、例えば、ポリビニルアルコール又は酸化デンプンである。原紙は、
長網抄紙機又はヤンキー抄紙機（円網抄紙機）で製造することができる。原紙の坪量は５
０～２５０ｇ／ｍ２、特に、８０～１８０ｇ／ｍ２であることができる。原紙は、非圧縮
又は圧縮（カレンダー化）した形態で使用することができる。密度０．８～１．２ｇ／ｃ
ｍ３、特に０．９０～１．１ｇ／ｃｍ３を有する原紙が特に好ましい。
【００１３】
　パルプ繊維としては、例えば、広葉樹晒クラフトパルプ（ＬＢＫＰ）、針葉樹晒クラフ
トパルプ（ＮＢＫＰ）、広葉樹晒亜硫酸パルプ（ＬＢＳＰ）、又は、針葉樹晒亜硫酸パル
プ（ＮＢＳＰ）を使用することができる。これらは、混合した形態で使用されることもで
きる。しかしながら、１００％広葉樹パルプからなるパルプ繊維を特に使用する。砕木し
ていない（ungemahlen）パルプの平均繊維長さは、０．６～０．８５ｍｍ（カヤーニ測定
）であることが好ましい。更に、パルプは、パルプの質量に基づく、０．０５重量％未満
（特に、０．０１～０．０３重量％）のリグニン含有量を有する。
【００１４】
　原紙における充填剤としては、カオリン、自然形態にある炭酸カルシウム（例えば、石
灰石、大理石、又はドロマイトれんが（Dolomitstein）、沈降(gefaellt)炭酸カルシウム
）、硫酸カルシウム、硫酸バリウム、二酸化チタン、タルク、シリカ、酸化アルミニウム
、並びにそれらの混合物を使用することができる。特に好ましいのは、粒子の少なくとも
６０％が２μｍ未満であり、多くても４０％が１μｍ未満である粒度分布（Korngroessen
verteilung）を有する炭酸カルシウムである。本発明の特別な実施態様において、粒子の
約２５％が粒径１μｍ未満を有し、そして、粒子の約８５％が粒径２μｍ未満を有する粒
度分布をもつカルサイトが使用される。
【００１５】
　原紙の両側に配置される合成樹脂層（表側合成樹脂層及び裏側合成樹脂層）は、好まし
くは熱可塑性ポリマーを含むことができる。このために特に好ましいのは、ポリオレフィ
ン類（例えば、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、エ
ポリプロピレン、４－メチルペンテン－１、及びそれらの混合物）並びに、ポリエステル
類（例えば、ポリカーボネート類）である。
【００１６】
　本発明の或る特定の実施態様では、表側合成樹脂層及び裏側合成樹脂層は、０．９３５
ｇ／ｃｍ３を超える密度を有する少なくとも４０重量％のＨＤＰＥ（特に、５０～７０重
量％）を含有する。特に好ましいのは、０．９３５ｇ／ｃｍ３を超える密度を有する５０
重量％のＨＤＰＥ及び０．９３５ｇ／ｃｍ３未満の密度を有する５０重量％のＬＤＰＥか
らなる組成物である。
【００１７】
　合成樹脂層は、白色顔料（例えば、二酸化チタン）、並びに、その他の添加剤（例えば
、蛍光増白剤、染料、及び分散剤）を含むことができる。合成樹脂層のコーティング重量



(7) JP 2011-528811 A 2011.11.24

10

20

30

40

50

は、５～５０ｇ／ｍ２、特に５～３０ｇ／ｍ２であるが、好ましくは１０～２０ｇ／ｍ２

であることができる。合成樹脂層は、単層として押出されるか、又は、多層として共押し
出しされることができる。押し出しコーティングは、最大６００ｍ／分の機械速度で実施
することができる。
【００１８】
　本発明によると、合成樹脂層は、原紙の両側で対称的に付与される（すなわち、表側合
成樹脂層と裏側樹脂層とは同一の組成を有する）。これらの層は、表面トポグラフィーに
関しても同一である。
【００１９】
　表面構造（トポグラフィー）は、押し出しコーティングの間に使用される冷却シリンダ
ーによってつくられる。これは、粗さ値により特徴付けられる。
【００２０】
　或る特定の実施態様では、合成樹脂層の表面が、両側上で、１．８～１１μｍの粗さ値
Ｒｚ及び０．１～１．８μｍの平均粗さ指数Ｒａを有する。
【００２１】
　表面構造をつくるために使用される冷却シリンダーは、公知の方法で製造される。この
目的を達成するために、鋼シリンダーの表面を、砂、ガラス、又はその他のブラスティン
グ材料を使用してブラスティングにより処理して、次に、クロムめっきすることができる
。しかしながら、前記シリンダーの表面は、従来の方法によりクロム浴中で電解的に形成
することができる。
【００２２】
　インク受容層におけるポリマーの組合せのうち、ポリマー（Ａ）は融解範囲７０～１０
０℃を有し、そして、ポリマー（Ｂ）は融解範囲１６０～２１０℃を有することが好まし
い。
【００２３】
　ポリマー（Ｂ）は、いわゆる酸価により特徴付けられる。ポリマー中に含有される遊離
カルボキシル基の量は、酸価によって規定される。これは、ポリマー１ｇにおける遊離酸
基を中和するのに必要とされる０．１モルのＫＯＨ溶液の量（ｍｇ）を特定する。本発明
により使用されるポリマー（Ｂ）は、１００を超える酸価を有する。酸価１２０～１６０
を有するポリマーが特に適当である。
【００２４】
　ポリマー（Ａ）とコポリマー（Ｂ）とが、７０：３０～３０：７０の比率で使用される
ことが好ましい。６０：４０～４０：６０の比率で特に良好な作用が得られる。
【００２５】
　ポリマー（Ｃ）は、温度範囲１２０～１５０℃における融点を有することが好ましい。
ポリエチレンワックス、ポリアミド類、及びそれらの混合物が、この目的のために特に適
当である。
【００２６】
　ポリマー（Ｃ）は、乾燥した層に基づく０．１～５重量％、特に１．０～４．０重量％
の量で使用されることが好ましい。
【００２７】
　本発明の或る好ましい模範的な実施態様において、トナー受容層は、乾燥した層に基づ
く０．１～５．０重量％、特に１．０～４．０重量％の量で帯電防止剤を含有する。
【００２８】
　本発明の更に模範的な実施態様において、トナー受容層は、乾燥した層に基づく０．１
～４．０重量％、特に０．５～２．５重量％の量で陰イオン性界面活性剤又は非イオン性
界面活性剤を含有する。
【００２９】
　必要に応じて、トナー受容層は、その他の添加剤（例えば、つや消し剤、顔料、染料、
架橋剤、抗ブロッキング剤、及びその他の一般的な添加剤）を含有することもできる。
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【００３０】
　トナー受容層を形成するのに使用されるコーティング化合物は、製紙において従来使用
される全てのコーティングデバイスを使用してインライン又はオフラインで付与されるこ
とができ、ここでその量は、乾燥後にコーティング重量が最大３ｇ／ｍ２、特に０．１～
２ｇ／ｍ２であるか、又は、或る特定の好ましい模範的な実施態様によると、０．３～０
．７ｇ／ｍ２であるように選択される。或る好ましい模範的な実施態様では、コーティン
グ化合物が、押し出しコーティングライン内に一体化される従来のコーティングヘッドの
手段により、コーティングとして付与される。３ロール式付与（3-Walzenauftrag）又は
ドクターブレードデバイスが、この目的のために特に適当である。
【００３１】
　本発明の更に模範的な実施態様では、顔料含有層を原紙と合成樹脂層との間に配置する
ことができる。顔料は、金属酸化物、ケイ酸塩、炭酸塩、硫化物（Sulfid）又は硫酸塩で
あることができる。例えば、カオリン、タルク、炭酸カルシウム及び／又は硫酸バリウム
の顔料が特に適当である。
【００３２】
　顔料粒子の少なくとも７０％が１μｍ未満のサイズである、狭い粒度分布を有する顔料
が特に好ましい。顔料の総量に対する狭い粒度分布を有する顔料の割合は、少なくとも５
重量％（特に、１０～９０重量％）である。特に良好な結果は、全顔料の３０～８０重量
％の割合により得ることができる。
【００３３】
　本発明によると、狭い粒度分布を有する顔料とは、顔料粒子の少なくとも約７０重量％
が約１μｍ未満のサイズを有し、そして、これらの顔料粒子の４０～８０重量％において
、最も大きい粒度（直径）を有する顔料と最も小さい粒度を有する顔料との差が約０．４
μｍ未満である粒度分布を有する顔料として理解されたい。約０．７μｍのｄ５０％値を
有する炭酸カルシウムが特に有利であることが分かった。
【００３４】
　本発明の或る特定の模範的な実施態様では、前記炭酸カルシウムとカオリンとからなる
顔料混合物を顔料含有層に使用することができる。炭酸カルシウム／カオリンの量比は、
３０：７０～７０：３０であることが好ましい。
【００３５】
　顔料含有層における結合剤／顔料の量比は、０．１～２．５、好ましくは、０．２～１
．５であるが、特に、約０．９～１．３であることができる。
【００３６】
　顔料含有層中には、任意の公知の水溶性及び／又は水分散性結合剤を使用することがで
きる。この目的のために特に適当なのは、フィルム形成デンプン（例えば、熱変性デンプ
ン、特に、トウモロコシデンプン又はヒドロキシプロピル化デンプン）である。
【００３７】
　顔料含有層を、製紙において従来使用される全てのコーティングデバイスを使用してイ
ンライン又はオフラインで付与されることができ、ここでその量は、乾燥後にコーティン
グ重量が０．１～３０ｇ／ｍ２、特に１～２０ｇ／ｍ２であるか、又は、或る特定の好ま
しい模範的な実施態様によると、２～８ｇ／ｍ２であるように選択される。或る好ましい
模範的な実施態様において、顔料含有層を、抄紙機内に一体化される従来のサイズプレス
又はフィルムプレスを使用して付与する。
【００３８】
　本発明の更なる実施態様において、追加層（例えば、保護層又は光沢改良層）をトナー
受容層へ付与することができる。コーティング重量は、１ｇ／ｍ２未満であることが好ま
しい。
【００３９】
　以下の実施例により本発明をより詳しく説明する。
【実施例】
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原紙の製造
　原紙の製造にはユーカリパルプを使用した。砕木のために、３５ｏＳＲのろ水度まで、
約５％水性懸濁液（高濃度紙料）として砕木機により砕木（mahlen）した。平均繊維長さ
は、０．６５ｍｍであった。低濃度紙料中のパルプ繊維の濃度は、パルプ懸濁液の質量に
基づく１重量％であった。低濃度紙料に添加物、例えば、０．４８重量％の量の中性サイ
ズ剤アルキルケテンダイバー（ＡＫＤ）、０．３６重量％の量の湿潤強度剤ポリアミンポ
リアミドエピクロロヒドリン樹脂（Ｋｙｍｅｎｅ（商標））、２０重量％の量の天然Ｃａ
ＣＯ３を加えた。量は、パルプ質量に対する量である。ｐＨ値を約７．５に調節した低濃
度紙料を、ヘッドボックスから抄紙機のワイヤーまで搬送し、そこで、抄紙機のワイヤー
セクション中にウェブを脱水することによりシート形成を実施した。プレスセクションで
は、ペーパーウェブをウェブの重量に基づく含水量６０重量％まで更に脱水した。抄紙機
のドライヤーセクションでは、加熱した乾燥シリンダーを使用して追加乾燥を実施した。
坪量１６３ｇ／ｍ２と含水量約６％とを有する原紙を製造した。
【００４１】
実施例Ｂ１及びＢ２
　従来の方法により、原紙の両側を、以下の組成からなる合成樹脂混合物でコーティング
した：５０重量％の低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ、ｄ＝０．９２３ｇ／ｍ２）及び５０
重量％の高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ、ｄ＝０．９６４ｇ／ｃｍ３）。コーティングを
ラミネーター（タンデム式押し出し機）中に、冷却シリンダー（BEP Service Technology
による）を使用して押出速度２５０ｍ／分で実施した。コーティングの表面は、平均Ｒｚ
値１１．０３μｍ及びＲａ指数１．８７μｍを有していた。冷却シリンダーの表面を、サ
ンドブラスティング又はその他のブラスティング材料を使用するブラスティングと、クロ
ムめっきとにより作成した。両側でのコーティング重量は、それぞれ、１５ｇ／ｍ２であ
った。
　続いて、トナー受容層を、押し出しライン内に一体化されるロールアプリケーターによ
り付与した。このために、固形分１９重量％を有する水性コーティング化合物を、以下の
組成物に対して使用した：
　　《表》
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　乾燥したトナー受容層のコーティング重量は、両側でそれぞれ０．５ｇ／ｍ２であった
。
【比較例】
【００４２】
　比較例１
比較のために、電子写真用途のための市販の記録材料（Zander Silver Digital）を使用
した。
　比較例２
比較のために、電子写真用途のための市販の記録材料（Zander Profi Gloss）を使用した
。
【００４３】
《実施例及び比較例により製造される記録材料の試験》
　本発明により製造される材料を、イメージ品質、耐光性、及び耐オゾン性について試験
した。
　カラー印刷物が種々の試験の基準となった。前記カラー印刷物は、ＨＰカラーレーザー
ジェット２６０５ｄｎ（湿潤トナー）レーザープリンター及びコニカミノルタＭＣ５５５
０カラーコピー機を使用して製造した。棒状の領域を、インク含浸率１００％で種々の色
（シアン、マゼンタ、イエロー、レッド、グリーン、ブルー、及びブラック）に印刷した
。
 
＜耐オゾン性＞
　印刷された紙サンプルを、光、ガス、及び湿度の影響を受けないように、２４時間保存
した。次に、カラー印刷された領域（Farbflaechen）の比色分析のL*a*b*値を決定した。
　次の工程において、サンプルをオゾン室（オゾン濃度３．５ｐｐｍ、温度２０～２２℃
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の比色分析のL*a*b*値をもう一度測定して、退色度ΔEを決定した。
　L*a*b*値は、Ｘ－ＲｉｔｅカラーデジタルSwatchbook（X-Rite Inc.，グランドビル，
ミシガン州，アメリカ合衆国）を使用して測定した。色調差ΔＥを方程式により計算した
：
　　　　ΔＥ＝（（ΔＬ＊）２＋（Δａ＊）２＋（Δｂ＊）２）１／２

　試験結果を表１にまとめた。
 
＜耐光性＞
　印刷された紙サンプルを、温度２６℃及び相対耐光性６０％で、キセノンランプ下に５
０時間保持した。前記ＣＩＥL*a*b*システムにより評価を行った。
 
《試験結果》
【表１】
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【表２】

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月24日(2011.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　合成樹脂で両側をコーティングされる原紙と、トナー受容層とを含む、電子写真方法用
の記録材料であって、
合成樹脂コーティングされた前記紙が、１．５～１３μｍの粗さ値Ｒｚ及び０．０５～２
μｍの平均粗さ指数Ｒａにより表される特定の表面トポグラフィーを有していること、前
記トナー受容層が、トナー受容エチレンアクリル酸コポリマー（Ａ）と、カルボキシル化
されたアクリル酸エステルコポリマー（Ｂ）と、ポリマー（Ｃ）とからなるポリマーの組
み合わせを含むこと、並びに、前記ポリマー（Ｃ）が、５～２０μｍの平均粒径ｄ５０％

と、コポリマー（Ａ）の融解範囲よりも高くコポリマー（Ｂ）の融解範囲よりも低い融点
とを有することを特徴とする、前記記録材料。
【請求項２】
　コポリマー（Ａ）の融解範囲が、７０～１００℃であり、コポリマー（Ｂ）の融解範囲
が１６０～２１０℃であることを特徴とする、請求項１に記載の記録材料。
【請求項３】
　ポリマー（Ｃ）の融点が、１２０～１５０℃の範囲であることを特徴とする、請求項１
又は２に記載の記録材料。
【請求項４】
　ポリマー（Ｃ）が、ポリエチレンワックス、ポリアミド、又はそれらの混合物であるこ
とを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の記録材料。
【請求項５】
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　コポリマー（Ａ）／コポリマー（Ｂ）の割合が、７０：３０～３０：７０であることを
特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の記録材料。
【請求項６】
　ポリマー（Ｃ）の量が、乾燥した層に基づく０．１～５重量％であることを特徴とする
、請求項１～５のいずれか一項に記載の記録材料。
【請求項７】
　トナー受容層が、帯電防止剤を含むことを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に
記載の記録材料。
【請求項８】
　帯電防止剤が、無機酸のアルカリ金属塩であることを特徴とする、請求項７に記載の記
録材料。
【請求項９】
　トナー受容層が、陰イオン性界面活性剤又は非イオン性界面活性剤を含むことを特徴と
する、請求項１～８のいずれか一項に記載の記録材料。
【請求項１０】
　トナー受容層が、無機粒子を含むことを特徴とする、請求項１～９のいずれか一項に記
載の記録材料。
【請求項１１】
　トナー受容層のコーティング重量が、０．１～３ｇ／ｍ２、特に、０．３～０．７ｇ／
ｍ２であることを特徴とする、請求項１～１０のいずれか一項に記載の記録材料。
【請求項１２】
　表側の合成樹脂層及び裏側の合成樹脂層が、ポリオレフィン類及びポリカーボネート類
の群から選ばれる熱可塑性ポリマーを含むことを特徴とする、請求項１～１１のいずれか
一項に記載の記録材料。
【請求項１３】
　熱可塑性ポリマーが、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）又は４－メチルペンテン－１で
あることを特徴とする、請求項１２に記載の記録材料。
【請求項１４】
　表側の合成樹脂層及び裏側の合成樹脂層が、０．９３５ｇ／ｃｍ３より高い密度を有す
る少なくとも４０重量％のＨＤＰＥを含むことを特徴とする、請求項１～１３のいずれか
一項に記載の記録材料。
【請求項１５】
　表側の合成樹脂層及び裏側の合成樹脂層が、合成樹脂層の全体に基づく、０．９３５ｇ
／ｃｍ３より高い密度を有する５０重量％のＨＤＰＥと、０．９３５ｇ／ｃｍ３以下の密
度を有する５０重量％のＬＤＰＥとを含むことを特徴とする、請求項１～１４のいずれか
一項に記載の記録材料。
【請求項１６】
　表側の合成樹脂層及び裏側の合成樹脂層が、白色顔料を含むことを特徴とする、請求項
１～１５のいずれか一項に記載の記録材料。
【請求項１７】
　表側の合成樹脂層及び裏側の合成樹脂層のコーティング重量が、５～５０ｇ／ｍ２、特
に、５～３０ｇ／ｍ２であることを特徴とする、請求項１～１６のいずれか一項に記載の
記録材料。
【請求項１８】
　原紙が、パルプ質量に基づく、最大４０重量％の、特に、５～２０重量％の充填剤を含
むことを特徴とする、請求項１～１７のいずれか一項に記載の記録材料。
【請求項１９】
　顔料含有層を、原紙と合成樹脂層との間に配置することを特徴とする、請求項１～１８
のいずれか一項に記載の記録材料。
【請求項２０】
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　前記層が、顔料粒子の少なくとも７０％が１μｍ未満の直径をもつ狭い粒度分布を有す
る顔料を含むことを特徴とする、請求項１９に記載の記録材料。
【請求項２１】
　前記顔料が、炭酸カルシウム、カオリン、タルク、二酸化チタン及び／又は硫酸バリウ
ムであることができることを特徴とする、請求項１９又は２０に記載の記録材料。
【請求項２２】
　顔料が、炭酸カルシウム／カオリン混合物であることを特徴とする、請求項１９～２１
のいずれか一項に記載の記録材料。
【請求項２３】
　炭酸カルシウム／カオリンの割合が、好ましくは３０：７０～７０：３０であることを
特徴とする、請求項１９～２２のいずれか一項に記載の記録材料。
【請求項２４】
　顔料含有層が、親水性、膜形成ポリマーであることを特徴とする、請求項１９～２３の
いずれか一項に記載の記録材料。
【請求項２５】
　合成樹脂層で両側をコーティングされる原紙と、両側に配置される少なくとも１つのト
ナー受容層とを含む記録材料の製造方法であって、
以下の作業工程：
－　少なくとも１つの合成樹脂層で原紙の表側及び裏側をコーティングし、ここで、前記
合成樹脂層の組成及び表面トポグラフィーは、両側で同じであるものとすること；
－　請求項１～８のいずれか一項に記載のトナー受容層少なくとも１つで、表側の合成樹
脂層と裏側の合成樹脂層とをコーティングすること；
を含むことを特徴とする、前記製造方法。
【請求項２６】
　表面トポグラフィーが、１．５～１３μｍの粗さ値Ｒｚ及び０．０５～２μｍの粗さ指
数Ｒａにより特徴付けられることを特徴とする、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　表側の合成樹脂層及び裏側の合成樹脂層が、０．９３５ｇ／ｃｍ３より高い密度を有す
る少なくとも４０重量％のＨＤＰＥを含むことを特徴とする、請求項２５又は２６に記載
の方法。
【請求項２８】
　表側の合成樹脂層及び裏側の合成樹脂層のコーティング重量が、５～５０ｇ／ｍ２、特
に、５～３０ｇ／ｍ２であることを特徴とする、請求項２５～２７のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項２９】
　１２～２０重量％の固形分を有するコーティング溶液からのトナー受容層を付与するこ
とを特徴とする、請求項２５～２８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３０】
　トナー受容層のコーティング重量が、０．１～３ｇ／ｍ２、特に、０．３～０．７ｇ／
ｍ２であることを特徴とする、請求項２５～２９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３１】
　トナー受容層を、押し出しコーティングライン内にインラインで付与することを特徴と
する、請求項２５～３０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３２】
　請求項２０～２４に記載の顔料含有層を、原紙と合成樹脂層との間に付与することを特
徴とする、請求項２５～３１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３３】
　顔料含有層のコーティング重量が、０．１～３０ｇ／ｍ２であることを特徴とする、請
求項２５～３２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３４】
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　顔料含有層をサイズプレス又はフィルムプレスによって付与することを特徴とする、請
求項２５～３３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３５】
　フォトブックを製造するための、請求項１～２４のいずれか一項に記載の記録材料の使
用。
【請求項３６】
　請求項１～２４のいずれか一項に記載の記録材料を使用することにより製造するフォト
ブック。
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